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■日 程：7 月 5 日(木)～7 月 16 日(月) 
■訪問先：ベルギー、オランダ、ドイツ、フランス 
■参加者：12 名                            （順不同） 

 会社名 役職 氏名 

１ 
押入れ産業㈱ 
東邦運輸倉庫㈱ 

代表取締役社長 黒川  久 

２ ゲイソーロジスティク㈱ 代表取締役社長 古川 浩延 
３ 祇王運送㈱ 代表取締役社長 伊藤  多津男 
４ ㈱アイシー物流 代表取締役社長 吉川 浩史 
５ ㈱丸山運送 代表取締役社長 三浦  一夫 
６ 杉浦実業㈱ 代表取締役会長 杉浦 勝昭 
７ 生川倉庫(株) 代表取締役社長 生川 泰成 
８ ひろせ梱包運輸㈱ 常務取締役 廣瀬 祐樹 
９ ㈱白石倉庫  代表取締役社長 太宰 榮一 
１０ ㈱懇和会館 相談役 松本 龍輔 
１１ 押入れ産業㈱ 管理本部長 江頭 孝久 
１２ 押入れ産業㈱ 営業本部次長 長辻 光孝 

 
今回の海外視察は日本と経済関係が強化されるＥＵ加盟国のベルギー、オランダ、ドイツ、
フランスを選択致しました。ＥＵは、日本にとって、民主主義、法の支配、基本的人権と
いった基本的価値を共有する重要なグローバルパートナーで、日本と併せれば、世界の GDP
の 28.4%、人口の 8.4%、貿易の 36.8%を占めています。日 EU・EPA は、戦略的パートナー
シップ協定(SPA)と共に、両者の関係を更に強化して、関税撤廃や投資ルールの整備を通じ
て貿易・投資を活発化し、雇用創出、企業の競争力強化等の経済成長を促し、日本の成長
戦略の重要な柱として位置づけております。マスコミでも、フランスのワインやチーズの
輸入、また日本酒の輸出などが取り上げられておりますが、このような環境のなかで、今
後は中小企業における物流取扱いも益々増加する見通しとなっており、我々もビジネスチ
ャンスを探る良い機会となりました。今回の視察旅行では在ベルギー日本大使館様、在ド
イツ連邦共和国日本大使館様、欧州住友倉庫アントワープ支店様、郵船ロジスティクス様、
みずほ銀行様、レンタル収納スペース推進協議会様にご協力を頂き、大変有意義な研修旅
行となりました。 
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■７月５日（木） 
16:00：ブリュッセル・ザベンタム国際空港 到着 
台風の影響を受け定刻より約 30 分遅れで先発組 8 名が成田国際空港を出発、それでもブリ
ュッセル国際空港には定刻に到着。今回の視察旅行の移動手段は、効率の良いレンタカー
による移動がメインの為、早速空港内のヨーロッパレンタカーへ移動、ヨーロッパレンタ
カーは最近日本国内でシャアを伸ばしているタイムズとの提携先であり、予約手続はタイ
ムズを経由して事前に日本で行っており、現地での手続は 1 時間ほどで終了し出発、予約
時の予定車種が殆どキープされず 1 台はマニュアルトランスミッション、カーナビはドイ
ツ語やフランス語の設定の状態で英語設定に変更するだけでも一苦労です。視察団のメン
バーは、ベンツ、アウディ、ボルボ、チェコのシュコダのヨーロッパ製の車 4 台に分乗し、
不慣れな右側通行・左ハンドルに苦労しながら初日の宿泊ホテル Hilton Brussel GrandPlace
へ向かいました。 

   
 
18:30：Hilton Brussel Grand Place 到着 
宿泊はブリュッセル中央駅すぐ隣、世界遺産のグランプラスまで徒歩約 3 分に位置するホ
テル。移動時間が予定よりかかり、欧州みずほ銀行様とのディナーミーティングを 1 時間
遅らせていただきました。 
 
20:00：Chez Léon （シェ・レオン）ディナーミーティング 
欧州みずほ銀行：支店長 木元将人様、吉松文様、李仁慧様、矢萩和季様 
夕食は世界一ブリュッセルの雰囲気が溢れるといわれる「Chez LEON（シェ・レオン）」。歴
史的家屋の中に 420 席を備えたベルギー最大のレストランの 2 階で欧州みずほ銀行様とご
一緒させていただきました。 
 
～ベルギーブリュッセルの概要説明～ 木元支店長より 
・日本の約 1/3 の面積に人口 1100 万人 
・EU、ヨーロッパの首都として物流面の中心都市、ブレグジット（Brexit）以降、特に顕著 
・給与は平均時給 37€、ヨーロッパの平均時給 23.1€と比較しても高い 
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・住宅事情は 1DK で 600€程度、これはロンドンの 1/3、オランダの 60％程度と割安 
・光熱費は 2025 年の原発全廃により上昇する可能性もある 
 
また、美食の都としてしられ、中でもこのレストランはベルギー料理を代表するお店であ
ることや、今回の W 杯のサッカー代表が期待されており日本にとっては残念な日本 vs ベル
ギー戦の後は現地社員の感想も変わったなどのお話をいただきました。ご一緒いただいた
吉松様、李様、矢萩様は皆様現地採用。金融の経験が採用のポイントとのことでありまし
たが、話題豊富でスキルが高く、素敵な女性ばかりでした。食事終了後にはグランプラス
を散策し、小便小僧、小便少女など有名な像を鑑賞し初日が無事終了。 
初日は欧州（ベルギー）の給与水準の高さ（37€/時間）に驚かされました。円換算では時
給 4800 円になります。但し、この後、オランダ、ドイツ、フランスと各国それぞれイメー
ジとは違った給与体系を確認していくことになりました。 

    
 
■７月 6 日（金） 
10:00 在ブリュッセル日本大使館 
特命全権大使 林肇様、一等書記官 生駒聡様 
大使館周辺に駐車場が無いためホテルよりタクシーで移動約 10 分、予定より早く日本大使
館に到着。セキュリティの為、カメラ・スマホ・携帯電話など撮影機器、通信機器は持ち
込み禁止でロッカーに預け、生駒一等書記官にご案内頂き館内に入場致しました。林大使
よりベルギーの概要をご説明いただきました。 
 
～欧州の首都とともに栄える多言語国家～ 
・欧州の首都、小国だが歴史的役割は大きく、西ヨーロッパの物流の中心 
・EU、NATO の本部、好立地で得をしている 
・日系企業 226 社が進出 
・アントワープ港はロッテルダム港と並びヨーロッパ最大規模の港であり、同港から物資

が入り、ヨーロッパ全体に流れる仕組み、 
・ベルギーには、他にゼーブルージュ港（トヨタ自動車）、ゲント港（ホンダ）などがあり、
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日系企業の自動車関係物流拠点になっている 
・多言語・多文化国家として蘭語、仏語、独語と地域で異なる 
 
～ベルギー政治情勢の近況～ 
・ミシェル政権が 2014 年に発足、新フランダース同盟（N-VA）が 1 党で与党となる 
・着実に財政再建と競争力向上を重視する改革を実施している（労組は反発） 
・キリスト教中道右派や社会中道左派の既存政党が指示を失い、古いメカニズムが指示さ

れなくなってきている（キリスト教の影響が低下） 
・テロの脅威は 2018 年に引き下げられたが、軍や武装警察は配置を継続、イスラム系人口

は増加している 
・対日関係ではベルギー王室と日本皇室は大変親しい 
 
～ベルギー経済の現状～ 
・国内地域格差が拡大している 
・フランダース地域（欄語）は物流拠点であり成長している（失業率 4.4％）が、ワロン地

域（仏語）は石炭、鉄鋼の地域で低迷（失業率 9.8％） 
・日系企業進出は 226 社、6442 人（企業駐在員 50％）と国の規模から考えると非常に多い 
・日本企業が感じるメリットは欧州の地理的中心地であり物流インフラが揃っている 
・質の高い労働力（教育・研究水準が高い）が魅力 
・近年の傾向として、医療関係、バイオテクノロジー分野が伸びている 
 
質疑応答 
Q 日本では労働力不足が顕著になっているが高賃金のベルギーはどのような状況か？ 
A コストの高い国ではあるが、19 世紀から移民が働く状況があり、古くはイタリア人が多

く労働力として就労、彼らは既にベルギーに溶け込んでおりイタリア料理店等はたくさ
んある。有名なチョコレートのピエールマルコリーニもそのルーツに当てはまる。20 世
紀に入り北アフリカ（モロッコ、チュニジア）、南アフリカのコンゴなどから多く移民が
きている。ヨーロッパ統合により EU の労働者が移動できるようになり、人口の多いポー
ランドやルーマニア、ブルガリアからも建築関係の出稼ぎがきており労働者不足には陥
っていない。但し、地元ベルギー人は少子高齢化の傾向があり、勤勉でまじめな層が人
員不足である。出生率が高く統計に出ているのは移民の出生率が高いためである。 

Q 日本から中小企業が進出する場合のアドバイスを頂きたい 
A トヨタ、コマツ、クボタ、ホンダの大企業や工業用中間材などは既に展開しており、今後

はニッチ産業が活躍できるのではないだろうか。日本の農業も期待できる。ベルギーで
も日本と共通の悩みがあり、南ベルギーでは農業が盛んで良い品質の物を作るがフラン
スと比較すると外に向けての販売が出来ていない。ビールやチョコレートのようにブラ
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ンド化する必要がある。 
 
※非常に多忙な中、林大使にベルギー事情について詳細にご説明いただきました。ベルギ
ーが EU の中心として日系企業進出が 200 社を超え邦人も 2000 名を超えていること。また、
後日訪問するベルリン等と比較しても企業駐在員の比率が多いことなど、ベルギーが企業
の重要な拠点として日本と密接に結びついていることなど、改めて勉強になりました。少
子化についても移民を除いた場合には日本と同様の問題があることなど、その後、訪問し
た各国にも共通する問題として考えさせられました。 

  

 
13:30 欧州住友倉庫株式会社 Sumitomo Warehouse (Europe) GmbH Antwerp Office 
社長 笠井孝史様、ゼネラルマネージャー 堀内拓様、マネージャー 尾畑傑様 
慣れないカーナビ操作や交通事情もあり、予定より 30 分遅れの訪問となりました。日本食
のお弁当をご用意いただき、早速、Port of Antwerp(アントワープ港湾局)へのバス移動、港
湾局の Mr. Dries Van Gheluwe がバスに乗り込み、広大なアントワープ港を移動。目的地の
ノードジーターミナルへ向かいながらアントワープ港のご説明をいただきました 
・スケレグ川の運河側に化学工場、BASF の世界第 2 の規模の化学工場（1 位はドイツ本国） 
・同荷役会社は PSA の 100％子会社 
・コンテナ取扱貨物量 200 万 TEU の能力があり、マニュアル運営がされている（ロッテル

ダム港は自動化）マニュアルと自動の違いはスピードが速いこと 
・オランダの横にあり北海までは 100km の距離。水深 17m で大型船舶の入港可能 
・ヨーロッパ最大の化学品輸送港 
・河川西側の開発は終了しており、現在東側の開発中、完成後は年間 900 万 TEU の能力と

なり、これは東京港の 2 倍の規模となる。 
・アントワープ港は土日曜休み 
・港近くに原発が稼動、老朽化のため、ベルギー人にはヨウ素を配布（日本人には無し） 
・港の特徴はロックと呼ばれる関が各所にある 
・7 月 23 日にコスコの 21,800TEU の船が着岸予定 
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14:30 アントワープ港湾局本社（ポートハウス） 
アントワープ港は、アントワープ港湾局により管理されておりますが、建物は同盟時代の
旧消防署を再利用、500 名のスタッフを収容する新しい本社ビルを２０１６年に完成。ダイ
ヤモンドの取引量世界一のアントワープにふさわしく、南に向かい尖った形状は港湾都市
を象徴する船のようです。設計は世界的な建築家、日本では国立競技場のデザインで有名
なあの“ザハ・ハディド”氏の建築事務所が手がけたそうです。アントワープ港湾局のマネー
ジャーの Dries Van Gheluwe 氏に案内され、上層階までガラス張りの EV で上がります。日
本では考えられないようなデザインされた建物、旧建物とは独立した部分にダイヤモンド
をイメージした建物を建設、その建物の上層部からは、アントワープ港全体を俯瞰するこ
とができました。高所恐怖症にはたまらない景色でしたが、アントワープ港の重要な役割
をご説明いただくとともに、広大な港の全景を視察することができました。 
建物横ではホンダのバイクが展示されイベントの準備をしておりました。旧タイプの名車
もあり写真撮影をされる参加者も･･･。港湾局を見学後、また欧州住友倉庫株式会社へ向か
います。市街は渋滞で思うように進まずバスの運転手が苛立っていました。この日は W 杯
のベルギー戦があり早く帰宅したかったのでしょうか、街全体が W 杯で盛り上がっており
ました。この後、偶然にも W 杯と重なった旅程が、この視察旅行をより印象的なものにす
ることになります。 
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16:30 欧州住友倉庫株式会社 Sumitomo Warehouse (Europe) GmbH  
概要（沿革） 
・1974 年 合弁会社インターコンチネンタル・ディストリビューションセンター設立 
・1982 年 ドイツ住友倉庫をデュッセルドルフに設立 
・1984 年 合弁会社をドイツ住友倉庫アントワープ支店に改組し事務所設立 
・1986 年 ドイツ住友倉庫から欧州住友倉庫に改称 
・1992 年 自社倉庫（現第一倉庫）で自社オペレーションを開始 
・2002 年 現第二倉庫でのオペレーション開始 
・2008 年 現第三倉庫でのオペレーション開始、ISO9001 認証取得 
・2011 年 AEO-F（Cusutoms&Security）の認証取得 
・2012 年 アントワープ・イーストポート倉庫施工 
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倉庫見学 
・倉庫は約 10,000 坪、1992 年に完成、2000 年に増床 
・現状 10 名でオペレーションを行っている 
・倉庫の拡大を検討、土地は€2000/㎡で購入可能であるが、立地の良い場所が出てこない 
・取扱商品：化学品（レジン、合成ゴム、農薬）、非鉄金属、機械、医療器具、空調機など 
 
※欧州住友倉庫株式会社様には時間がタイトな中で、倉庫内部まで丁寧にご案内を頂き大
変感謝申し上げます。現地での倉庫拡大や現地法人としての本社との関係等、様々なご苦
労話をお聞きいたしました。全世界で日系物流事業者が活躍されている姿は頼もしく、ま
た品質面についても AEOF 認証、ISO9001 認証されているなど非常に参考になる視察となり
ました。  

   

   

   
 
19:00 会食：レストラン デ・ペールデスタル（De Peerdestal） 
欧州住友倉庫様とベルギー・アントワープ料理のレストランで夕食会、美味しい料理をゆ
っくりと堪能し、アントワープのことについて考える予定が･･･、この日は W 杯のベルギー
vs ブラジルが同時間にキックオフしているため、街は異様な雰囲気に包まれております。
直前に日本がベルギーに敗れた事もあり、”Sorry”と日本人の我々にはすごく好意的なベルギ
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ーの方々。試合はご存知の通りベルギーが勝利し、この日のアントワープの街は、大盛り
上がりでした。 

   

  

 
宿泊：Hilton Antwerp Old Town  
ブリュッセルもそうでしたが、車が発明される以前からある建物のせいでしょうか、ホテ
ルには駐車場がなく、公設駐車場を利用します。（1 泊 30€） 
 
■7 月 7 日（土） 
16:00 ロッテルダム港視察（SPIDO） 
アントワープを離れロッテルダムへ移動します。ベルギーからオランダへの国境を感じる
ことも無く･･･しかし不思議なことに欧州の街はそれぞれの顔を持っているようで町並み
は変化していきます。（日本では何処にいっても量販店や飲食チェーン店など同じ景色）  
ベルギーでは歴史的建造物に囲まれた都市を移動しましたが、ここはまさに現代都市であ
ります。ロッテルダムは第 2 次世界大戦で旧市街地は壊滅、そのため古い建物はほとんど
残っていないそうで、大戦後、近代的な都市として復活した街で斬新なデザインの建築物
がたくさんあります。レンタカーで約 2 時間、宿泊の Hilton Rotterdam に荷物を預けロッテ
ルダム港の視察へ参ります。ロッテルダム港では Spido 社が運営する港ツアーで港視察を行
いました。 
 
～ロッテルダム港概要～ 
ロッテルダム港はコンテナターミナルが 12 ヵ所ありマースフラクテ（外洋側）と、ワール
ハーフェン（河川側）と呼ばれる 2 つの地域に分かれています。前者が主要なターミナル
で、ロッテルダム港の東西の長さは全長 40km。コンテナターミナルの面積約 850ha で、東
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京港（約 150ha）の 5 倍以上。年間コンテナ取扱量は 1,230 万 TEU で世界第 11 位と欧州最
大のコンテナ港湾だそうです。約 1.5 時間かけてゆっくりとクルーズ致します。それにして
も広大な施設は河川とはとても思えないスケールです。 

    

   
 
19:00 会食：Sansan Restaurant Sichuan Cuisine（四川料理）   ※古川社長合流 
そろそろ現地料理に飽きが出てきたこともあり、また胃腸の調子をリセットしようとの思
惑で、アントワープで一番美味しいといわれる中華料理で会食です。こちらは人気店らし
く、ディナーの遅い欧州でもこの時間に満席でした。予約席に滑り込み、乾杯、しかし･･･
四川料理は、これまで経験がないほどの激辛で、今回のメンバーからは悲鳴も上がり、大
変印象に残るディナーとなりました。 

   
宿泊：Hilton Rotterdam 
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■7 月 8 日（日） 
10:45 キンデルダイク (Kinderdijk) 
ロッテルダムを出発し約 40 分、都心部を離れるとオランダの田舎町、閑静な住宅や広大な
牧草地帯が広がり思わず住んでみたいと思わせるほど素敵な町並みです。キンデルダイク
は 18 世紀に干拓地の排水目的のために建造された風車から始まったオランダ最大規模の風
車網です。国土の 1／4 が海面よりも低いオランダにおいて、排水システムは最も重要な
問題であり、その国土で生活するためには欠かすことができないシステムであったようで
す。1997 年に「キンデルダイク＝エルスハウトの風車網」としてユネスコの世界遺産に登
録されました。静かな世界遺産の中、ベルギー人と思われる青年が 2 人、未だ覚めやらぬ
W 杯の興奮からでしょうか、川に飛び込み騒いでおります。それを横目に我々はゆっくり
と散策し、アムステルダムへ向かいます。 

   

   

 
14:00 Blue Boat Company 運河ツアー       ※廣瀬常務合流 
オランダ最大の都市アムステルダムは近代都市のロッテルダムとまた違った素敵な町並み、
まさに欧州を代表する街、今回の欧州視察でも印象に残る街となりました。Hilton 
Amsterdam にチェックインしタクシーで Blue Boat Company 運河ツアーに参加するため船
着場に向かいます。乗り場は国立博物館の近く、飲食店などが多い盛り場で観光地になっ
ております。アムステルダムには多くの運河があるため町中に小さな橋があり独特の景観
を生み出しています。なぜか橋にはいたるところで自転車が括りつけられいます。そんな
中をボートで移動するのは圧巻です。河川にはあちらこちらにボートハウスが停泊してお
り、なんとそのボートハウスにも住民税が掛けられているそうで、その数は 2500 台を数え
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るようです。もっともその倍のボートハウス（税金逃れ）があるそうです。運河を取巻く
住宅には飾り屋根や装飾が施されており、各住宅を識別できることから 200 年前から住所
として認識されていたそうです。 
運河からアムステルダム港まで進み、アムステルダム駅を潜り MENO と呼ばれる科学技術
センターなどを横目に一度海に出たボートはアムステル川に戻り乗降場に戻りました。世
界でも類を見ない昔からの運河の美しさが保たれた街であると感心させられました。 
アムステルダムでは、ロッテルダムとは異なる、住民の生活に密着したオランダの水運の
重要性を目の当たりにすることができました。ヨーロッパでの河川を使った物流や、そこ
で育まれた豊かで独特の文化を、視察を通して体感することができました。 

     

   
 
19:00 Lucius Seafood Restaurant 
大きな水槽が店内にある素敵なレストランで夕食です。店名は淡水魚（Esox Lucius）にち
なんで名付けられたそうです。料理は味付けが絶妙で、とてもおいしく、皆様大満足の夕
食でした。 

    

宿泊：Hilton Amsterdam  
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■7 月 9 日（月） 
14:00 Yusen Logistics Deutschland GmbH 
支店長 塩田利和様、マネージャー 浅田達司様、アシスタントマネージャー 曽我亜古様 
移動距離 200km 強、いよいよドイツへの入国となりました。無料の高速道路を降りると、
アムステルダムとはまた違ったドイツの質実剛健な重厚な建物に感動します。移動は 2 時
間半程度、郵船ロジスティクスのデュイスブルク倉庫を訪問しました。 
 
～Yusen Logistics Deutschland GmbH の説明～ 
・郵船グループ世界 310 都市 43 カ国 
・全世界従業員 22,000 人、倉庫面積 200 万㎡、欧州 17 カ国に拠点は 82、倉庫面積 90 万㎡

本社はオランダ 
・ドイツには 9 拠点 587 人が在籍、ドイツ本社はデュッセルドルフ 
・デュイスブルク倉庫は欧州 1 位の規模で 61,000 ㎡ 
・元は鉄鋼王手のティッセンクルップ (ThyssenKrupp AG)の工場跡地、そのインフラを利用

して第三セクターとして 2008 年より展開、郵船は 40％出資 
・デュイスブルクは中国、ロシア等の東方面からヨーロッパに向けての終着駅で重要な拠

点である。 
・ドイツ国内の 90％のエリアに 24 時間以内に集配可能な体制を取っている 
・システム一元管理（発注オーダー、イレギュラーコントロール、出荷スケジュール、キ

ャリアブッキング、ドキュメントなど）し、現場でも把握できる体制をとっている 
・海上貨物・通関サービス、自動車産業向けクロスドックなど 
 
～倉庫見学～ 
・消防法の為、3 つのエリアに分けて倉庫運営 
・現在顧客 16 件、日系企業では三菱電機があり、毎日 10 本のコンテナを入出庫している 
・三菱電機に対しては当日 14:00 までのオーダーを 24 時間以内に届け（1000 件／日） 
・倉庫内にボードを掲げマネジメントと現場の対話を行っている 
・日本と同様に“５S”の看板表示 
・倉庫に電子パネルを設置し現場で全体の動きを把握できるシステムを運用 
・パート給料は 25€／時間 
・出荷オペレーションはシステム化してバーコードを読み込まないと次の工程に進めない 
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17:00 デュッセルドルフ本社へ移動 
～質疑応答～ 
Q ライン川の河川物流も利用するのか？ 
A バージ船はフランクフルトまで入港可能で重要な物流の一つ、但し、何年か毎に水不足で

船が入れなくなることもあり、昨年ロシア、東欧で影響を受けた 
Q 日本人が欧州全体で 120 名、こちらで 4 名と少ないが、要因は？ 
A 全世界に 500 拠点あり、そこに全て日本人を配置するのはコスト的に難しく世界的に現地

化を進めている。欧州では 5 年前からナショナル化（現地化）を進めており、合わせて
日系フォワーダーとしてのバリュー維持を図るため「トランスフォーム２５」という活
動を行っている 

Q コミュニケーションの言語は？ 
A 共通語は英語であるが一番の問題は日本人。同社でも管理職の TOEIC 及第点が引き上げ

（550 点→650 点）られ、若い人は大変とのこと。以前はドイツ人は日本人にはゆっくり
と会話してくれたそうだが現在は一切スピードを落とさず、あえて難しい単語を使うこ
ともある 

Q 欧州の物流における鉄道、トラックの比率は？ 
A 圧倒的にトラックへの輸送、以前、運転手はオランダやハンブルク、東欧人が担ったが最

近は減少傾向、荷主は自動車関連が多い。取扱いはトヨタに関してはイギリス、フラン
ス、チェコ、ロシアで工場内の一部の物流も担っている。この地域で自動車産業は、は
ずせない。後は医薬品や家電（パナソニック、シャープなど） 

A 欧州での物流を考えた場合、地方では税金等の優遇処置などがありその利用も考えている
が、ロシアでは品質の問題がありサプライチェーンとして部品調達が難しい。日系企業
が現地に進出すると国際の輸送が減少するため、現地の国内輸送に力をいれ、倉庫・輸
送・通関等全てに対応しなければならない 

Q ドイツの幹線はどこか？（日本の場合の東京～大阪間のような） 
A 旧西ドイツ側となる。東側はまだまだ発展途上 
QEU となって 10 年になるが物流への影響は？ 
A 通関が 1 回ですむようになり効率的になった。イギリス離脱は物流にとっては打撃で 

ある。ＥＵ共通の法律と、各国の個別の法律があり、実務レベルでは税率が異なる等の
問題もある 

 
※郵船グループは、現在、世界 310 都市 43 カ国、従業員 22,000 人と規模、売上共に国内
の規模を上回る状況で、まさにグルーバル企業として世界の名だたる企業と日々戦い続け
ている現状、グローバル化するがゆえに日系企業としての“品質維持”がいかに難しいことで
あるかなど分かりやすくお話をいただきました。また、日本の自動車産業がいかに世界で
大きなシャアを締めており日本経済の基盤となっているか改めて認識することとなりまし
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た。皆様が感心されていたのは、倉庫内にモニターボードを掲げ全体の動きを把握できる
システムを現場が共有している点で“帰国後早速取り入れたい”などの意見も出ておりまし
た。また日本と同様に“５S”の看板表示があったのも興味深いことでありました。 

    

    

 
19:00 ブラウライ・シューマッハ（Brauerei Schumacher） 
郵船ロジスティックスの塩田様、浅田様と一緒に、地元で有名なビア・レストランでディ
ナーミーティング。お二人とも関西出身で浅田様は押入れ産業の直営店（六甲アイランド
店）と同一拠点の神戸 K-ACT に勤務されていた等、日本が恋しいと話されていました。 
正真正銘アルトビールの元祖のお店でビールは 200ml の円柱グラスで提供され、グラスが
空になるとウエイターが、新しいグラスを持ってきます。お料理はシュバイネハクセやソ
ーセージの盛り合わせ等ドイツ料理を代表するメニューでまさに本場のビアホールでした。 

    
宿泊：Hilton Duesseldorf 
 
 
■7 月 10 日（火） 
本日は、デュッセルドルフからベルリンまでの約 600km アウトバーンを利用した今回の最
長距離の移動です。当日デュッセルドルフは生憎の雨、午前中の移動に至っては大雨で視
界の無い状態が続きました。それでも午後には雨が止み、本来のアウトバーンを滑走する
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車もでてきました。アウトバーンは制限速度がないことで有名ですが、天候や道路事情に
より、80km、100km、110km、130km など細かな速度規制の標識がひっきりなしに表示さ
れます。取り締まりも厳しいらしく標識を注視し制限速度を確認しながら走行する必要が
あります。アウトバーンには、フェラーリ、ポルシェなどが 300ｋｍで劇走するイメージが
ありましたが、特に速い車に遭遇することも無く、休憩を取りながら約 8 時間掛けてよう
やくベルリンに到着しました。7 月 5 日にブリュッセルを出発したあと、5 日間かけて 1000
ｋｍを無事走破することができました。 
 
※注釈「アウトバーン」を逐語訳すると「自動車の走る道」。「アウト」は英語の「オート」
に相当し、「バーン」は人や馬も歩くような道ではない「専用路」といったニュアンスを持
ちます。速度無制限の高速道路として知られ、速度 200km/h 以上の速度で走行するのが当
たり前の世界だそうです。今回、ブリュッセルからオランダを経由してベルリンまでの高
速道路は全て無料、標識は各国により蘭語、独語など変わりますが、国境も料金所もなく
まさに欧州連合（European Union）を感じる旅となりました。立ち寄りしたパーキングでの
買物も全て€で支払しますので通貨もかわりません。 

    

 
19:00 Baba Angora（トルコ料理） 
イスタンブール、アンゴラについで世界で 3 番目にトルコ人が多い都市であると言われて
いるベルリンでは、とてもおいしい、本格的なトルコ料理が味わえます。 
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宿泊：Hilton Berlin 
ベルリンまで毎日宿泊先が変わるハードスケジュールでしたが、ここでようやく 3 連泊と
落着くことのできる宿となりました。水道管が古いせいか、それともベルリン全体がそう
なのか、水道水は少し黄色がかっておりました。日本とは水道事情も異なるようです。 
 
■7 月 11 日（水） 
9:30 在ドイツ連邦共和国日本大使館 
公使 松田健一様、二等書記官 田中佑輔様 
ホテルから約 15 分、各国の大使館が立ち並ぶ閑静な場所の中でも角地の目立つ場所に日本
大使館はあります。日本大使館の土地は、ヒトラーからプレゼントされたものだそうです。
お隣のイタリア大使館の土地も同様だそうです。2 つの大使館は、並んで一等地に位置して
おり、日独伊三国軍事同盟時代を象徴しているともいえます。日本大使館のほうが少し広
いそうです。その隣にはトルコ大使館とこちらもドイツとの友好国になります。セキュリ
ティの為、ベルギーの大使館と同様に、カメラ・スマホ・携帯電話など撮影機器、通信機
器は受付で引き渡し入場しました。 
 
「ドイツ情勢と日独関係」について松田公使よりご説明 
～ドイツの概要～ 
・人口 8200 万人、面積 35 万 7 千㎡（日本の 94％だが平地が多く、人口密度は低い） 
・GDP 世界 4 位 3 兆 6848 億ドル（日本の 75％）1 名当り GDP4 万 4549 ドル（同 115％） 
・政治体制は連邦共和制をとり、州によっての独立性が高い。また教育政策もバラバラで

これはナチスの統一的教育の間違いを教訓として採用している 
 
～ドイツの内政～ 
・2017 年の選挙で与党キリスト教民主・社会同盟（CDU／CSU）が第一党を維持したもの

の連立パートナーの社会民主党（SPD）と二大「国民政党」は得票率を低下させた 
・右派ポピュリスト政党「独のための選択肢（AFD）」が第三党へ躍進し既存政治への不満、

マンネリの受け皿として機能している 
 
～ドイツの経済～ 
・世界有数の先進工業国であり貿易大国 
・輸出入額とも米中についで世界 3 位 
・2014 年以降、堅調な成長で 2018 年の実質 GDP 成長率も 2.3％を予想している 
・2017 年の平均失業者数は低水準（5.7％）、東西の地域格差は以前存在しており、旧西地

区 5.3％、旧東地区 7.6％となっている 
・貿易に関し通貨€が割安に推移しており EU 統合の恩恵を受けている 
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・これは EU 全体で見た場合にイタリアやギリシャなどの国が€安を牽引している構造 
・本来はドイツが稼ぎ、イタリアやギリシャに分配する必要があるが国民はそうは思って

いない 
・対日輸出入は低下し、反対に対中輸出入は増加（輸出は 1 位、輸入は 10 位） 
・貿易相手国は EU が過半数 
・直近では中国企業による独企業の買収案件が増えており問題化している 
 
～ドイツの外交～ 
・欧州統合を含む欧州の平和・安定の維持・推進と NATO を軸とする大西洋関係が基軸 
・過去の反省より「ドイツのための欧州」ではなく「欧州のためのドイツ」を標榜 
 ※フランスは逆でフランスのための欧州 
・最近の情勢では対米関係の悪化、メルケル首相とトランプ大統領の関係悪化 
・難民、移民問題があり EU トルコ合意で落ち着いているものの、CSU による難民受け入れ

拒否なども問題化しメルケル首相との関係悪化 
・日独関係は価値観を共有する G7 メンバーとしてパートナーの関係 
・経済面でも日本にとって EU 最大の貿易国で、逆に独にとってはアジア第二の相手国 
・「インダストリー4.0／Iot」による経済協力関係 
 
～質疑応答～ 
Q 軍事面について航空機の開発が遅れているが、EU で開発 or 米国から購入するのか？ 
A 平和な時代が継続したが、現在ロシアを脅威とみており今後動きがあるかも知れない 
Q ドイツの親日度は？ 
A 仏は文化面で親日、独はあまり感じない。日本の技術は好きであるが、一般人には日本は

遠いイメージ。観光でもタイまでは行くが日本へは行かない。 
Q 出生率は？ 
A 日本は 1.4 人、独は 1.6 人と改善しているが移民・難民の増加によるもので少子高齢化は

進んでいる。 
Q 移民政策に関して 
A 国籍は簡単に取得できるため、申請者の半分は取得している。特にベルリンにはトルコ人

が多く（二重国籍）、トルコの選挙演説のためにベルリンまで候補者が来ることが、問題
化したりしている。 

Q ベルリンの壁崩壊後は経済衰退と認知していたがどのように回復させたか？ 
A シュレーダー時代に「アジェンダ 2010」で労働市場改革を行い社会保障を削減し貢献、

また通貨が€の為、本来マルク高となるはずが、通貨高とならず好調な輸出を維持できる。
EU の弱小国（ギリシャ、イタリア）のおかげでドイツにとっては€が割安である。産業
は西部、南部が中心で冷戦時代にベルリンにあったものはミュンヘンに移動、東独は現
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在も発達していない。ただベルリンは地価や物価が安価でベンチャー企業が集まるなど
活気も出てきている。地価は世界一上がっているがそれでも欧州の大都市と比べるとま
だまだ安い。 

 
※大使館の前の通りはヒロシマ通り「Hiroshimastraße」と“広島”の名前がついています。こ
の通りは元々グラフ・シュペー通りという名称で呼ばれていましたがベルリンの壁崩壊の
翌年１９９０年９月１日にヒロシマ通りと改名されました。改名の背景としては、１９４
５年５月７日にドイツが無条件降伏していなければ、最初の原爆がベルリンに使用されて
いたかもしれないということによる広島への連帯感といわれているそうです。そしてグラ
フ・シュペー通りが選ばれた理由は、近くに現在の日本大使館（当時は日独センター）が
あったこととナチの時代の軍の高官の名前にちなんだ通りを改名しようとの気運があった
からといわれているそうです。 

    
 
同日、午後は「レンタル収納スペース推進協議会（ＲＳＡ）」様にご紹介いただいたベルリ
ンのセルフストレージ 2 社を視察訪問 
 
① 14:00 First Elephant Self Storage Berlin Spandau（セルフストレージ） 
代表 Mr.Tobias Bbuge に施設をご案内頂きました。 
・元は肉の加工工場であった場所を賃借りして事業を行っていることや、最初はノウハウ

がなく苦労して建物を建てたこと、集荷用の牽引集配ボックスが想定通り上手く稼働し
なかった事など色々な苦労話をお聞かせいただき、各ルームを丁寧にご案内頂きました 

・スペースは 2800 ㎡の規模（建築許可に 3 年かかった） 
・サブリースの形で運営しているセルフストレージのケースはドイツでは初めてで、殆ど

のセルフストレージは、自社物件で運営している 
・土日は休み、セキュリティは無く有人管理運用としている 
・同地域に競合が少なく（20 件程度）、料金を割安に設定しているため、ベルリン市内の遠

方エリアからも契約者がある 
・セルフストレージ業界の歴史は、浅くここは 2.5 年前に運営を開始した 
・施設の一角にはコーヒーショップが併殺されており、日本のレンタル収納スペースとは

少し異なる様子も見ることができた 
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② 15:30 MyPlace – SelfStorage 
Mr.Matthias Jahnke さんと 2 名の女性に楽しく詳細にルームをご案内いただきました。 
・本社はオーストリアの会社でベルリンには 10 店舗運営、今後さらに 2 店の出店を計画し

ている。初期の店舗は平屋建ての建物であったが、現在はエレベータ付きのビルインタ
イプまで、いろいろな形態で展開している 

・2010 年にここの施設は完成、社員 42 名で運営している 
・設備は 5000 ㎡で 1020 ルームを保有（建築費 600 万€～800 万€）、当初は 3 階までの建物

であったが、満室後に 6 階まで増設した 
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・ベルリンでは儲かるビジネスになっており、様々な顧客が利用している 
・顧客は法人（ビジネス）65％、個人（プライベート）35％の比率 
・平日 6:00～22:00 まで受付可、冬場のみ 6℃以下にならないよう暖房による温度管理（室

外－10℃）をしている、冷房施設は無く夏場気温が上がる場合は窓を開け空気の入れ替
えを行っている。 

・セキュリティはカメラを設置 
・稼働率は 90％～95％をキープ、顧客は 900 名程度で忙しい状況 
・不良債権は 40 人～50 人／月程度、日本同様「郵便で催告」「100 日経過で契約解除可能」 

（これは殆ど日本と同じ対応） 
・支払はクレジット 20％程度で後は口座引落又は請求書発行、集金など 
・利用形態は荷物が多い押入れ利用や子供の記念品など 
・契約期間は 4 週間単位で初回に 6 週間分の保証金を頂いている 
・損害保険は 6000€分を付保している 
 
訪問メンバーにキーホルダーなど自社グッズのプレゼントも頂戴しました。 
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※2 社のセルフストレージにお伺いしましたが、ドイツはセルフストレージ事業については
後進国であるようです。契約方法や不良債権が発生した場合の対応などもアメリカのよう
に業者側が簡単に処理できるシステムではなく、どちらかといえば日本的な方法をとって
います。これは米国と欧州の根本的な価値観の違いがあるのかもしれません。支払システ
ムについても“全てクレジット”で行っているものと思っていましたが、意外にもクレジット
は 2 割程度で銀行振り込み、自動引落（口座振替）、中には集金までしているようでこれに
も驚かされました。First Elephant Self Storage は倉庫業を取得しているとお聞きしていまし
たが、仕組みや契約は不動産業のようで、MyPlace – SelfStorage との違いは感じられません
でした。但し、個人事業主で頑張っている Mr.Matthias Jahnke は何故か応援したくなる空気
を持ったそんな人柄の方でした。今回訪問した 2 社には、大人数の訪問にも関わらず、と
ても歓迎していただき大変有難く思います。ご手配いただきました「レンタル収納スペー
ス推進協議会」に感謝申し上げます。 
 
19:00 Amici（イタリア料理） 
Hilton Berlin から徒歩圏内にあるイタリア料理店で夕食 

   

 
■7 月 12 日（木） 
ベルリン市内視察：BBS Sightseeingu(バスツアー参加) 
この日は雨が落ちる中、バスツアーBBS の「Yellow Tour Stops」コースを周遊。各停留所を
回りながら自由に乗り降りが出来るベルリン版の“はとバス”のようでした。周遊はクアフュ
ルステンダム、カーデーヴェー、リュッツォー広場、クルトゥーアー・フォールム、ポツ
ダム広場、ユダヤ博物館、ベルリン博物館、アレクサンダー広場、ベルリン大聖堂、フリ



25 
 

ードリッヒ通り、ブランデンブルク門、ベルリン中央駅など。ベルリン市内の主要な歴史
的建造物をたくさん見ることが出来ます。当日はブランデンブルグ門が工事中で入れなか
ったのは残念でしたが、門の上部にあるヒトラーがナポレオンから取り返した像は確認す
ることができました。ベルリンは歴史的な建造物が集約された街であり、第 2 次世界大戦
の悲しい歴史、東西冷戦時を象徴する場所であることを感じることのできるツアーでした。 

    

    
 
19:30 大都会（日本料理 鉄板焼） 
胃腸の疲れもあり、メンバーご要望の和食のディナーとなりました。この店は、キッコー
マンの系列会社で店員は殆どが日本人でした。日本人の料理人が目の前の鉄板でお肉やエ
ビを焼いてくれて、日本人の女性の店員さんが給仕してくれて、おいしい日本酒もありま
した。日本人のサービスレベルの高さに改めて心打たれ、素敵な時間を欧州ベルリンで堪
能しました。店内にはドイツ人のグループ客がほとんどでしたが、上手に箸をつかってお
り、日本食の浸透ぶりを再認識いたしました。 
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■7 月 13 日（金） 
15:00  Yusen Logistics France S.A.S 
ゼネラルマネージャー 角瀬公哉様 
長いレンタカーの移動を終え、パリへは飛行機移動となりました。ベルリン・テーゲル空
港ではレンタカー返却の際、細かいチェックがあり“1ｃｍ程度の小傷”のチェックが入りま
した。ブリュッセル・ザベンタム国際空港でレンタルする際には鍵を渡され、駐車場№を
指示され、借り受けただけであったが、チェック担当者は契約書の「DOMMAGE DEPART」
にチェックがあるとの一点張り、また「私の仕事はチェックすること」と一切受け付けま
せん。海外でレンタカーを借りる場合は注意が必要です。 

   
シャルルドゴール空港に到着し郵船ロジスティクスパリ本社はバスで 15 分程度のところに
ありました。本社兼倉庫の建物でフランスでの事業運営の困難さを中心にお話をお伺い致
しました。 
 
～Yusen Logistics France S.A.S の説明～ 
・郵船のベネルクス代表社長をローカルに切替え（欧州代表 Mr.Wim Pawels） 
・仏法人は欧州 4 位の規模（順位 UK、ドイツ、ベネルクス、仏） 
・仏ではここに本社籍があるが本社機能はリオン 
・仏の拠点はパリ、リオン、メッツ、プチフレ、リールの 5 箇所 
・リオン本社は自社倉庫で建設当時は荷物が少なく苦労したが、現状満庫で困っている 
・機能は基本的にはデュースブルクと同様であるが、ラポスト（郵便局）の仕事で 10 月～

12 月の 40 日間別作業を受けている。 
・仏は輸出貨物が少なく輸入貨物が多い 
・同拠点には従業員 40 名、仏人気質か職を簡単に変わり定着率は悪い 
・郵船の日本品質（文化）が定着しない（労働組合が強すぎる関係） 
・給料はワーカーで 15€／時間と他の欧州地区よりも安い 
・契約は 1 年で 3 ヶ月前に進退伺いすることが可能。契約は個人単位で契約時期等により

内容が異なる 
・トラック輸送は EU 内では自由にオペレート可能、ベネルクスは通関がゆるい 
・デュースブルクは保管型倉庫であるがパリはスルー型倉庫 



27 
 

・ワーブル、マルセイユ、ダンケルク等に港湾施設はあるが水深、距離、料金の問題でア
ントワープやロッテルダムが主要な港となっている 

・トラック輸送は北仏地区では 24 時間以内での集配、南仏は 48 時間となっている 
・パリは道路事情が悪く、狭く、欧州で広がっている自転車専用道路建設も進んでいない 
・背景に車庫証明が必要なく自由に車が購入できることもある(オランダは必要) 
・ディーゼルが規制のため 2020 年から廃止となるため、現在対応中で車両以外にも工作機

械やフォークリフト等も GAS、電気へシフトしている状況 
・政治的にはマクロン大統領が改革推進しようとしているが労働組合が強く現状は困難 
・物流事業所、トラック・鉄道・航空機は頻繁にストライキを起こしている 
・仏の悪いところは「仕事が思うように進まない」「東洋人を下に見ている」「会社組織と

しての雇用が難しい」ことがあり、仏人でも海外経験がある人物を採用したい意向 
・上記のことでも分かるように、同社でも欧州社長はベルギー人でマネージャークラスで

も仏人は殆どいない 
・パリは物価が高く、15 区や 16 区では 70 ㎡のマンション家賃が 50 万円～60 万円／月、

郊外に行くと極端に下がる 
・オリンピックの関係でインフラ整備が急ピッチで進められている 
 
※仏では物流事業従事者は下流に見られており、良い人材を集めることは難しく、日系企
業としての品質を維持することは難しい状況と終始おっしゃっていました。我々自身、そ
の後の観光でも痛感することになりますが、仏ではサービス業においても“サービスをして
やっている“という感じをすごく受けました。少しの買物でも効率的に顧客目線で対応する
のではなく、あくまで自分達のペースで対応します。角瀬マネージャーに「それでも、仏
人は良いところは？」の質問をしたところ、長く考え“女性が綺麗なこと”くらいでしょうか
と のことでした。 
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19:00 Zebulon Palais Royal（フレンチ・ビストロ） 
郵船ロジスティックス様からパリ市内まで 30km、通常であれば 30 分程度の距離ですが約 1
時間（通勤時間帯 2 時間）かけ宿泊ホテルの Hotel California Paris へチェックインし、夕食
は角瀬様お勧めのフレンチ・ビストロで創作フランス料理を堪能しました。日本人シェフ
も挨拶に来ていただきました。 

  
宿泊：Hotel California Paris  
シャンゼリゼ通りより一本入った好立地に位置するホテルはクラシックなアールデコ調の
建築様式でまさにパリに来たイメージが涌いてきます。 
 
■7 月 14 日（土）パリ市内視察 
～セーヌ川クルーズ～ 
古代から続いている街は、ほぼ例外なく河の近くに発展してきました。ウィーンといえば
ドナウ河、ロンドンはテームズ河、そしてパリを育んだのはもちろんセーヌ河です。ブル
ゴーニュの山中から西北へと流れを始め、パリを通ってイギリス海峡へと通じる、７７６
ｋｍ、日本で一番長い信濃川の倍ほどの長さの大河です。 
日本では貿易港とは海に面しているもの、というイメージが強いですが、広大な平野部を
ゆったりと流れるヨーロッパの河では事情が違います。安定した水量と、どちらが上流で
下流なのか分からないほどの水流の緩やかさは、季節や方向を問わずに物資を運搬できる
優れた運路を提供しました。海から１５０ｋｍも離れたパリですが、長くフランス最大の
港の一つとして機能して街の発展を支えてきたのです。 
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パリ市の紋章は、そんなパリとセーヌ河の関係をうまく表現しています。河を航行する帆
船がメインのモチーフとなっていて、それに添えてラテン語で「たゆたえども沈まず」と
書かれています。セーヌ河の水運で発展してきたパリらしい紋章です。 
 
今回は、セーヌ川クルーズで有名な会社「BATEAUX PARISIENS」のクルーズに参加しまし
た。セーヌ川は、かつての水運に加えて、いまやフランスを代表する観光名所として機能
しております。クルーズ船乗り場はホテルから約 1.5km。有名なカフェ、劇場などを横目に
アルバ橋のたもとコンファレンス港まで徒歩で 20 分。乗船場からクルーズはスタート。ガ
イドの藤巻さんが乗船時に日本語放送をお願いしたにも関わらず。仏語、英語、中国語、
ハングル語の放送で進行(日本人の要望は後回しにされる傾向が強いようです)していきま
す。船はコンファレンス港からセーヌ川を上り、ルーブル美術館、パリ市庁舎、コンシェ
ルジュリーの前を通り、パリ・ノートルダム寺院方面に向かい、アラブ世界研究所付近で U
ターン。シテ島（昔はパリはシテ島だけが名乗れた）やノートルダム寺院をすぐ近くにみ
ながら船はオルセー美術館とルーブル美術館の間を通り、エッフェル塔方面に戻ってまい
りました。パリ市街を二分するように流れるセーヌ川沿いには多数の施設が世界遺産に登
録されており見所万歳でナポレオン 3 世の偉業を感じさせられました。 

     

今回の視察で、ベルギーのアントワープ港、オランダのロッテルダム港・アムステルダム
運河と並んで、フランスのセーヌ川を視察いたしましたが、ヨーロッパにおける河川を有
効に利用した水運の重要性を実感いたしました。 
 
～パリ祭～ 
7 月 14 日（祝）はバスティーユ牢獄襲撃に由来するフランス革命を記念した建国記念日で
パリ祭とも呼ばれるこの祝日には、1 年で 1 度しか見られないシャンゼリゼ大通りでの軍事
パレードがありました。 
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フランス革命は、ブルボン朝の絶対王政を倒した市民革命（ブルジョア革命）でありますが、現在では、フラ
ンス大統領が指揮を取り、陸・空・海などフランス軍が一同にそろう大規模な軍事行進パ
レードを行う祭典となっておりました。当日は、フランス市民によって選ばれたマクロン
大統領が、フランス軍を率いてのパレードや戦闘飛行機による航空ショーなどが行われま
した。パレードは、シャンゼリゼ大通り（コンコルド広場～凱旋門の全通り）で行われま
す。10 時頃にマクロン大統領を乗せた車がまず通過しました。その後、騎兵隊、白バイ、
装甲車の順にパレードが行われ、上空を戦闘機、輸送機、武装ヘリなどが編隊を組み通過
する姿は圧巻でした。最後にはコンコルド広場でマクロン大統領の演説がありました。 
ＥＵの中心になっているのは、経済的にはドイツかもしれませんが、軍事パレードの華や
かさや、歴史的な文化遺産の豊かさの面では、パリを首都とするフランスが勝っていると
いっても過言ではなさそうです。少なくともフランス人は、自国がナンバーワンであると
思って入いる様子でした。 

   

   

 
19:00 和食蕎麦 円（日本料理） 
パリでのコーディネートをお願いした ISS＆cie の中沢様（杉浦会長友人）お勧めの日本料
理で会食。パリにいながらにして、日本とそん色の無いお料理を頂きました。欧州最後の
夕食となり名残惜しい気分です。 
 
■7 月 15 日（日）帰国 
～ルーブル美術館～ 
帰国日の午前中、ルーブル美術館に参りました。限られた時間内で効率よく鑑賞するため、
My Bus 社のツアーに参加し団体優先入場いたしました。個人入場の場合は少なくても入場
に 1 時間、混雑すると 2 時間以上並ばなければなりません。施設入場時にはセキュリティ
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チェックも行われました。ルーブル美術館には 1914 年までの作品(それ以降はオルセー美術
館)が貯蔵されているようで、古代から時代順に進行できるよう工夫されております。それ
にしても巨大な美術館で1 点 1 点を細かく見ているととても 1日では観きれない規模です。
それでもモナリザやミロのヴィーナス、ナポレオンの戴冠など、有名な作品を美術に詳し
いガイドさんの解説を聞きながら約 2 時間のツアーを終えました。 
 

     

     

 
日本への帰国 
全てのスケジュールを終え、17:30 にシャルルドゴール空港へ 20:00 発の予定が遅延のため、
3 時間遅れの 23:00 発となっておりました。そのおかげで空港で W 杯の決勝戦をまさにオ
ンタイムで見ることが出来ました。決勝はフランス VS クロアチアです。ご承知の通りフラ
ンスが優勝いたしました。優勝の瞬間、シャルルドゴール空港では大きな歓声が沸きまし
た。この度の欧州物流視察は、ベルギーでの W 杯勝利で始まり、フランスの W 杯優勝で幕
を閉じるという、まさにＷ杯とともにあったともいえる視察でした。 
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■感想まとめ 
押入れ産業株式会社 
管理本部長 江頭孝久 

 
突然の登板となりましたが、皆様のおかげで、無事視察を終えることができました。 
厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 
今回の欧州視察は、ＥＵ主要国であるベルギー、オランダ、ドイツ、フランスの４カ国を
レンタカーでめぐるという、これまでにない斬新なプランでした。名ドライバーの方々が
そろったおかげで、事故もなく、思い出にのこる有意義な視察になりました。今後も、こ
の楽しい押入れ産業視察の路線が続く予感がいたします。 
ところで、欧州の物流は、河川を使った水運に大きく依存しており、今でもその役割はま
すます重要になっていることを実感いたしました。さらにアムステルダムとパリは、観光
資源としても大いに生かされていることが理解できました。 
また、日系のロジスティクス業に携わる方々が現地でご苦労されながら国際化の推進を担
われていることを目の当たりにいたし、本当に頭の下がる思いでした。日本の女子もたく
ましく、国境を越えて活躍されており頼もしい限りでした。 
加盟店の皆様には、これからも、いろいろな形で、視察等を企画させていただきたいと存
じますので、是非、ご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
 
 

営業本部次長 長辻光孝 
 

欧州物流視察へご参加いただきまして有難う御座いました。12 日間という長い視察旅行も
終わってみればあっという間に過ぎてしまった印象です。今回の視察旅行では「旅行会社
は使わない」「移動はレンタカー」で行うことが企画の段階から決まっており、事務局とし
ては大きなプレッシャーがありました。おかげさまで大きなトラブルはありませんでした
が、小さな問題はたくさん発生したように思います。まず、出発 3 日前に参加予定の若林
部長が突然の体調不良により江頭部長が参加したこと、出発直後に西日本豪雨が発生し皆
様が海外から頻繁に指示をされていたこと、ベルリン～パリ間の航空券の手配ミス事件、
ロッテルダム港 TAXI 船チャーター問題、四川料理激辛事件など思い出すだけでもたくさん
のトラブルがありました。しかし、色々問題が発生したときも、皆様から「トラブルがあ
ったほうが面白い」「思い出に残る」など、常に笑顔で前向きに笑ってご対応いただきまし
たこと、本当に感謝申し上げます。今回の視察は私自身にとっても、初めての欧州であり、
大変思い出に残るすばらしい経験となりました。今後の仕事にも是非生かして参りたいと
思っております。最後に今回の視察旅行で現地・日本でお世話になりました皆様、ご参加
頂きました皆様に改めて感謝申し上げます。 
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押入れ産業株式会社 
東邦運輸倉庫株式会社 
代表取締役社長 黒川 久 

 
 

研修感想まとめ 
 
この度の EU 研修に参加された皆様、大変にお疲れ様でした。 
 
トランプ政権になって、TPP からアメリカの離脱で揺れていた世界情勢ですが、昨年の 12
月に日本と EU とで新たに EPA が大筋合意されたとのことで、今年度は EU 視察研修を企画
致しました。まさに我々が帰国しました数日後に、日本と EU との間で正式に EPA が締結
され、今後益々EU との経済協力が進んで行くと考えられます。このような経緯の中で、い
ち早く EU の各国を直接肌で実感出来ましたことは、今後の皆様の事業にも大変参考になっ
たのではないかと思います。 
 
今回の企画では、同業大手の住友倉庫様、そして郵船ロジスティクス様からたくさんの情
報を頂きまして、ベルギー、オランダ、ドイツ、フランスの 4 カ国訪問となりました。旅
行会社を通さずに我々だけで行程を決めて行きましたので、いったい何が起きるのか多少
不安な旅とはなりましたが、皆様の協力のもと全員無事で楽しくそして大変に勉強になっ
た研修となりました。 
 
フランスでは、パリ祭を体験して頂きましたが、フランスに造詣が深い杉浦会長にはいろ
いろとお手配をお願いしました。本当に皆様のご協力に感謝、感謝です。 
押入れ産業は、今後共に国内そして海外の教育研修に、積極的に取り組んでまいりますの
で、どうぞ懲りずにご参加されますようにお願い申し上げます。 
皆様ありがとうございました。 

以上 
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■日程表 
 

 

ご　訪　問　先 宿泊地

7 5 【木】 10:50 Narita → 15:50 Brussels ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ･ｻﾞﾍﾞﾝﾀﾑ空港　 Ｅｕｒｏｐｃａｒﾚﾝﾀｶｰ

17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ
（ヒルトンブリュッセル）

19:00 懇親会

6 【金】 9:30 → ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
10:00 在ﾍﾞﾙｷﾞｰ日本大使館様
11:00 ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ → 12:00 ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ (53Km,48M)

12:30 欧州住友倉庫ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ支店様 ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ
14:30 ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ港湾視察 （ヒルトンアントワープ）
17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ
19:00 懇親会

7 【土】 9:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ → 11:00 ﾛｯﾃﾙﾀﾞﾑ (102Km,1H18M)

11:45 ｳｨﾚﾑ広場 → 13:00 Rotterdam Harbour Tour(12名)
13:00 市内観光 ﾛｯﾃﾙﾀﾞﾑ
17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ （ヒルトンロッテルダム）
19:00 夕食

8 【日】 9:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
ﾛｯﾃﾙﾀﾞﾑ → 10:30 ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ (79Km,58M)

10:30 市内観光　運河クルーズ（１３名） ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ
17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ （ヒルトンアムステルダム）
19:00 夕食

9 【月】 9:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ → 12:00 ﾃﾞｭｨｽﾌﾞﾙｸ (206Km,2H21M)

14:00 郵船ﾛｼﾞ･ﾄﾞｲﾂ ﾃﾞｭｨｽﾌﾞﾙｸ倉庫様
15:30 ﾃﾞｭｨｽﾌﾞﾙｸ → 16:00 ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ
16:30 郵船ﾛｼﾞ･ﾄﾞｲﾂ･ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ本社様 （ヒルトンデュッセルドルフ）
18:00 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ
19:00 懇親会

10 【火】 9:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ → 17:00 ベルリン (564Km,5H51M)

17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ
19:00 夕食

11 【水】 9:30 ホテル発 ﾍﾞﾙﾘﾝ
10:00 在ドイツ大使館様 （ヒルトンベルリン）
11:00 セルフストレージ
13:00 市内観光
19:00 夕食

12 【木】 終日フリー
19:00 夕食

13 【金】 8:00 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
8:30 ﾍﾞﾙﾘﾝ･ﾃｰｸﾞﾙ空港ﾚﾝﾀｶｰ返却
11:10 ﾍﾞﾙﾘﾝ → 13:00 パリ

ﾃｰｸﾞﾙ ｼｬﾙﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ
16:00
17:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ
19:00 懇親会 ﾊﾟﾘ

（ホテルカルフォルニア）
14 【土】 終日観光　***パリ祭***

19:00 夕食

15 【日】 9:30 ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｱｳﾄ
終日観光 機中泊

20:00 パリ →
16 【月】 14:45（翌) 羽田

日　　付 出　　　発 到　　着


